
12月26日 14:30〜16:00
2022年

月
Zoomによるオンライン開催（接続可能14:20〜）

共催：山口大学地域防災・減災センター
山口大学グローカル環境・防災学研究会
椹野川河口域・干潟自然再生協議会ブルーカーボンWG

参加費：無料 定員：500名

第3回

山口大学地域防災・減災センター

〒755-8611 山口県宇部市常盤台2-16-1
TEL:0836-85-9348
E-mail: cldpm@yamaguchi-u.ac.jp（担当：山本）

山口大学 地域防災・減災センター

https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~cldpm/index.html

【お問い合わせ・お申込み】
山口大学 地域防災・減災センター

お申し込み方法
本セミナーはZoomウェビナーを利用します。山口大学地域防災・減災セン
ターのホームページより12月22日（木）までに事前申込をお願いいたします。

世界と日本のブルーカーボンの最前線
講師 桑江 朝比呂 氏

本セミナーでは、海洋によって吸収貯留された炭素（ブルーカーボン）が
なぜ近年関心を呼んでいるのか、そのメカニズムの基礎や科学を概説した
後、国内外における動向（我が国の政策やCOP27、IPCC）や社会実装
（カーボンクレジット）の状況など、ブルーカーボンに関する最新情報に
ついて紹介します。

ジャパンブルーエコノミー技術研究組合 理事長

く わ え と も ひ ろ

土木学会認定CPD 1.5単位

港湾空港技術研究所 沿岸環境研究領域長を兼務。
博士（農学）。国内におけるブルーカーボンの先駆者と
して、論文、書籍や新聞等紙上掲載多数。専門はブルー
カーボンに関する科学、政策、実践に加え、沿岸生態系、
環境工学、気候変動対策、環境価値の定量化など。
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